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 The ambiguity in English articles, one of the typical examples of polysemy that are not based on 

structural differences, cannot be explained by the hitherto proposed Quantifier Raising Principle. 

However, if we postulate the newly devised form of noun phrases, we can give a principled explanation 

to the related problems without revising my previously presented three Quantifier Raising Conditions: 

Quantifier Number Condition, Quantity Condition, and Inter-quantifier Maximal Projection Category 

Number Condition. This paper discusses the proposal of newly devised noun phrases to which articles 

are added and the applicability of the three polysemy-inducing conditions to the explanation of the 

ambiguity found in English noun phrases to which articles are added.

0.は じめ に

「米 原 発 」 とい う言 葉 は 「米 ・原 発 」 と 「米

原 ・発 」 の2つ に曖 昧 で あ る。 ま た 、 「米 原 」

とい う言 葉 に注 目す る と、今 度 は 、 「まい ば ら」

と 「よ ね は ら」 の2つ に 曖 昧 で あ る。 も ち ろ

ん 、 「まい ば ら」 は駅 名 で 、 「よね は ら」 は 人 名

で あ る 。 人 名 で は 「こ め は ら」 も可 能 か も し

れ な い が 、少 な くと も2つ の 読 み 方 が あ る 。 更

に 、 「米 原(=よ ね は ら)」 に 着 目す る と、 どの

米 原 さん な の か 、 そ の米 原 さん は どん な 人 な の

か 、 職業 は何 な の か 、誰 と友 達 な の か な どは っ

き りしな い 。 だ か ら 「よね は ら」 も曖 昧模 糊 と

して い る と言 わ ざる を得 な い 。

実 は 、 言葉 に お け る 曖 昧性 は 、漠 然 性 と多 義

性 に大 別 で き、 多 義性 は構 造 に よる もの と よ ら

な い もの に大 別 で きる 。注1

(1)曖昧性 の大 別

a.漠 然 性:vagueness

b.多 義性:ambiguity

(2)多義性 の大 別

a.構 造 に よる多 義 性:

structuralambiguity

b.構 造 に よ らな い多 義 性:

non-structuralambiguity

統 語 構 造 に よ る多 義 性 を 「構 造 的 多 義 性 」、

統 語 構 造 に よ ら な い 多 義 性 を 「非 構 造 的 多 義

性 」 と呼 ぶ こ とにす る と、先 に挙 げ た例 は 、 次

の よ うに対 応 す る 。

(3)a.漠 然 性:「 よね は ら」 注2

b.構 造 的多 義 性:「 米 原 発 」

c.非 構 造 的多 義 性:「 米 原 」

本 稿 で は、 英 語 の 冠 詞 が 持 つ(3c)の 曖 昧 性 に

注 目す る 。例 え ば 、 次 の不 定 名 詞 句 を見 て み よ

う。

(4)anItalian

(4)は、特 定 で きる具 体 的 な イ タ リア 人 で あ る

か 、特 定 で きな い一 般 の イ タ リア 人 な の か で多

義 性 を持 つ と言 え る 。文 中 で考 え る とわ か りや

す い 。

(5)JohnwantstomarryanItalian.
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(5)の意 味 は 、 次 の2つ に多 義 で あ る注3。 典

型 的 な状 況 を示 す こ とに す る 。

(6)a。 ジ ョ ンに は付 き合 っ て い る具 体 的 な

イ タ リア 人 が い て 、 そ の 人 との結 婚 を

望 ん で い る 。

b.ジ ョ ンは イ タ リア 人 に あ こが れ て い

て 、 イ タ リア 人 な ら誰 で もい い か ら結

婚 を望 ん で い る 。

更 に 、 定冠 詞 を用 い た 次 の 文 を見 て み よ う。

(7)Thetigerislarge.

(7)は、 次 の2つ に多 義 で あ る と思 わ れ る 。

(8)a.ト ラ とい う種 は(他 の動 物 に比 べ)

大 きい 。注4

b。 そ の トラ は(他 の トラ に比 べ)大 き

い 。

(6b)と(8a)は 不特定的、(6a)と(8b)が 特

定的な読みである。つまり、不定冠詞 も、定冠

詞も共に多義性を持つのである。

本稿は、数量詞上昇の視点から、冠詞を用い

た名詞句の構造を提案し、冠詞の持つ多義性に

対 し、原理的説明を施すことが可能であること

を示すことを目的とする。

1.非 構 造 的 多 義 性 の 原 理 的 説 明

1.1.非 構 造 的 多 義 性 と 数 量 詞 上 昇

非 構 造 的 多 義 性 を 示 す 英 文 に 様 々 な パ タ ー

ン が あ る が 、 代 表 的 な も の を 以 下 に 挙 げ て お

く。 注5

(9)a.JohnwantstomarryanItalian.

[一(5)]

b。Everybodylovessomebody.

c。Threeboyssawtwogirls.

d.Jackmethiswifeattheparty.

e.PeteralmostkilledBetty.

f.Billhitthecar.

g。Bobloadedthetrucks.

h。Lizisabeautifultypist.

i。Thereisacatbehindthecar.

(9b)は 不 定 代 名 詞 が2つ 、(9c)は 数 詞 が2

つ 生 じ て い る 例 で あ る が 、 こ の2文 の 多 義 性 を

説 明 す る の に 、 数 量 詞 上 昇 と い う 原 理 が 用 い

ら れ て い る 。 数 量 詞 上 昇 はMay(1977)の 用 語

で 、 数 量 詞 を含 む名 詞 句 をIP付 加 す る こ とに

よ り、 数量 詞 の作 用 域 の複 数性 を説 明す る理 論

と言 え る 。注6

不 定 代 名詞 や 数詞 は 、意 味 が 数量 に 関係 す る

の で 、 数量 詞 とい う こ とが で きる 。 この数 量 詞

が 、統 語 部 門(D構 造 やS構 造)で は な く、 よ

り抽 象 的 な 意 味 解 釈 部 門(LF)に 移 動 す る

(二上 昇 す る)こ とが 数 量 詞 上 昇 で あ る。 こ の

数量 詞 上 昇 を利 用 して 、意 味 の差 が説 明 で きる

の で あ る 。

つ ま り、S構 造 で は 、構 造 記 述 が 同 じで あ る

多 義 の文 が 、LFで の 数量 詞 上 昇 の結 果 、2種

類 の構 造 が で き る とい う こ と を意 味 して い る。

す な わ ち、 非 構 造 的 多 義 性 に お け る 非 構造 性

は 、S構 造 で の話 で あ り、LFで は 、 ま さに構

造 の差 か ら多 義 性 を説 明 で きる の で あ る 。

で は 、如 何 に してLFに お い て構 造 の差 が発

生 す る か とい う問題 は 、2つ の数 量 詞 の作 用 域

の 差 の 出現 に 帰 着 す る。 つ ま り、LFで の 作

用 域 関 係 が 、2種 類 存 在 す る の で あ る 。但 し、

Q1は 文 の 最 初 の 数 量 詞 、Q2は 文 の2番 目の 数

量 詞 とす る 。

(10)a.Ql>Q2

b,Q1〈Q2

(10a,b)の 状 況 は 、 具 体 的 に は(lla,b)、

(12a,b)で 表 せ る。 但 し、(11a,b)、(12a,b)は 、

そ れ ぞ れ 、(9b)、(9c)の2つ の 意 味 に対 応 す る。

(1のa.[lp3everybodyi[Ip2somebodyj[lpl

tilovestj]]]

b.[IP3somebodyj[IP2everybodyi[IPl

tilovestj]]]

α2)a.[lp3threeboysi[lp2twogirlsj[lplti

sawtj]]]

b.[lp3twogirlsj[lp2threeboysi[lplti

sawtj]]]

1.2.非 構造的多義性 を示す文における数量

詞上昇条件

1.1.の 議論から、数量詞が2つ 生 じてい

る限り、作用域の差は00)に示 された通 り、2種

類が存在するので、多義の可能性の条件 とし

て、数量詞数は2以 上であることがわかる。
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⑯ 非構 造 的 多 義性 条件A

数量 詞 数 条件:n(Q)≧2注7

1文 中 に2つ 以 上 の 数 量 詞 を有 す る と、 非 構

造 的 多 義性 を持 つ 文 に な りうる 。

と ころ が 、 次 の 文 は 多 義 で は な い 。

画a.Somebodyloveseverybody.

b.Oneboymettwogirls.

1文 に2つ の 数量 詞 が存 在 して も、最 初 の 数

量 詞 が 単 数 を表 す 場 合 は、 多 義性 を生 じな い 。

つ ま り、 過剰 な 数量 詞 上 昇 を 阻 止 す る に は 、 別

の 条件 が 必 要 で あ る こ とが わ か る 。

個 非構 造 的 多 義性 条件B

数量 条件:n(N/Ql)≧2注8

1文 の 最 初 に 現 れ る 数 量 詞 が 表 す 数 が2

以 上 で あ れ ば 、 非構造 的 多 義性 を持 つ 文

に な りうる 。

個 は 、 文 の最 初 に現 れ る 数量 詞 が 表 す 数 が2

以 上 で あ る こ と を 要 求 す る。 つ ま り、(14a,b)

は と もに 、個 を満 た して い な い の で 、 数量 詞 上

昇 は起 こ らず 、 そ の 結 果 、 多 義 性 が 出 現 しな

注9い
○

更 に、圖 とα5)の条件(以 下、それぞれ条件

A、 条件Bと 呼ぶ)を 満たしているのに、文が

多義にならない例がある。文が多義にならない

ということは、少な くとも数量詞上昇が起 こっ

ていないということである。次の文で確認した

い ○

σ6)a.Johnmeteverybodyinsome

ItalianCity.

b.EverybodymetJohninsome

ItalianCity.

c。EverybodyinsomeItaliancity

metJohn.

d.InsomeItaliancity,Johnmet

everybody.

e.InsomeItaliancity,everybody

metJohn.

(16d,e)は 、 条 件Bを 満 た し て い な い の で 、

多 義 で は な い 。(16a-c)は 条 件A・B共 に 満

た し て い る の で 、 こ の ま ま で は 多 義 で あ る と判

断 さ れ る 。 と こ ろ が 、 実 際 に は(16a)は 多 義

で あ る が 、(16b,c)は 多 義 で は な い 。 注1°

働a.Johnmetsomebodyinevery

ItalianCity.

b.SomebodymetJohninevery

Italiancity.

c.SomebodyineveryItaliancity

metJohn.

d.IneveryItaliancity,Johnmet

somebody.

e.IneveryItaliancity,somebody

metJohn.

(17a-c)は 、 条 件Bを 満 た して い な い の で 、

多 義 で は な い 。 し か し 、(17d,e)は 条 件A・B

共 に 満 た し て い る の に 、 多 義 で は な い 。

⑯a.Whatdideverybodybuyfor

Max?

b.WhoboughteverythingforMax?

⑯ に つ い て 、WH句 を 数 量 詞 と 認 め 、 数 値

は 未 定 な の で 、 複 数 も あ り う る と考 え 、(18a,b)

と も に 、 条 件Aと 条 件Bを 同 時 に 満 た す も の

と 考 え る こ と も で き る 。 しか し、(18a)が 多 義

で 、(18b)は 多 義 で は な い 。

つ ま り、(16b,c)、(17d,e)、 そ し て(18b)が

多 義 で な い こ と を示 す 理 由 を考 察 す る 必 要 が あ

る 。 そ こ で 、 石 井(2011)で は 、 数 量 詞 間 最 大

投 射 範 疇 注11数 条 件(条 件C)を 提 案 した 。

働 非 構 造 的 多 義 性 条 件C

数 量 詞 間 最 大 投 射 範 疇 数 条 件:

n(XP[Qk-Qk+1])=4注12

1文 に 現 れ る 数 量 詞 間 に 存 在 す る 最 大 投

射 範 疇 の 数 が4つ で あ れ ば 、 非 構 造 的 多

義 性 を持 つ 文 に な り う る 。

(16b,c)、(17d,e)、 お よ び(18b)の 文 中 の そ

れ ぞ れ のQlとQ2の 間 に 介 在 す る 最 大 投 射 範

疇 と そ の 数 を調 べ て み る 。

⑳a.(16b):NP-IP-VP-PP-NP

→n(XP[Ql-Q2])-5

b.(16c):NP-PP-NP

→n(XP[Q1-Q2])=3

c.(17d):NP-PP-IP-IP-VP

-NP→n(XP[Ql-Q2])=6

d,(17e):NP-PP-IP-IP-NP

→n(XP[Ql-Q2])-5
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e.(18b):NP-CP-IP-VP-NP

→n(XP[Q1-Q2])=5

こ れ ら は 、 全 て4で な い の で、 条 件Cを 満

た さず 、 非構造 的 多 義性 を示 さな い と判 断 で き

る が 、 これ は事 実 に合 致 す る 。

例 え ば 、(18b)は(21a)の 意 味 が 出 る が 、

(21b)の 意 味 は 出 ない と思 わ れ る の で 、 条 件C

を満 た さな い とい う こ とが予 想 す る 通 り、 多 義

で は な い の で あ る 。

⑳a.特 定 の 人1人 が全 て の もの を マ ック

ス に買 っ て あ げ た とい う こ とだ が 、 そ

れ は 誰 か?

b.そ れ ぞ れ の 人 が 、1つ ず つ マ ック ス

に 何 か を 買 っ て あ げ て 、(必 要 な 物)

全 て を買 っ た こ とに な っ た が 、 そ の 人

た ち は 、 そ れ ぞ れ誰 か?

因 み に、(18a)は 、 次 の よ う に2つ の 意 味 に

多 義 で あ る 。

⑳a.皆 が一 緒 に マ ック ス に何 か1つ の も

の を買 っ た の で あ る が 、 そ れ は何 か?

b.皆 が そ れ ぞ れ マ ック ス に何 か を買 っ

た の で あ る が 、 そ れ らは何 か?

(18a)の 構 造 をチ ェ ッ ク して み る 。

㈱a。WhatdideverybodybuyforMax?[=(18a)]

b. NP-N'-Max

PP-P'-for

匝1一 國 一 α 一 圓 一r-VP-V-t・

△

what注13 did匝1-N buy

everybody

す る と、whatとeverybody間 に はNP、

CP、IP、NPが 介 在 し、最 大 投 射 範 躊 は4と な

り、正 し く多 義性 が予 想 され る注14。

2.冠 詞 を含 む名 詞 句 の 多義 性 を説 明 す る

2.1.名 詞 句 の 構 造 の 提 案

「は じめ に」 で 、不 定 冠 詞 も定 冠 詞 も2つ の

多 義性 を持 つ こ とを 述べ た 。

凶a。JohnwantstomarryanItalian.

[一(5)]

b.Thetigerislarge.[=(7)]

この よ うな冠 詞 の 多 義性 は 、 そ もそ も ど う説

明 で きる の か を考 察 す る前 に 、冠 詞 の生 じる 名

詞 句 の新 た な構造 を提 案 す る注15。

飼 冠 詞 の生 じる名 詞 句 構 造 の提 案

NP2-NP1-N'-N

ll

D-D'-DP2DPI-D'-D

㈲ は、NPIの 指 定 部 にDP1が 生 じ て お り、

NP1にDP2を 付 加 す る た め にNP2が 生 じ て

い る とい う構 造 で あ る 。

DPは 冠 詞 を主 要 部 とす る最 大 投 射 範 疇 で あ

る が 、 時系 列 で は不 定 冠 詞 か ら定 冠 詞 へ の意 味

的流 れ が 自然 で あ る こ とか ら、NPに 最 初 に発

生 す るDPIは 不 定 冠 詞 句 で あ る と考 え るの が

妥 当 で あ る。 従 っ て 、NP付 加 され て い るDP2

は 必 然 的 に 定 冠 詞 句 と想 定 す る こ とが で き る。

ま とめ て お こ う。
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⑳a.不 定冠 詞句

NP2-NP1-N'-N

ll

φ一D'-DP2DP1-D'-a

b.定 冠 詞 句

NP2-NPI-N'-N

ll

the-D'-DP2DP1-D'一 φ

但 し、 φは 空 範 疇 で あ る 。 とい うの は 、不 定

冠 詞 と定冠 詞 は 同 時 に生 じな い か らで あ る 。

2.2.冠 詞を含む名詞句と多義誘発3条 件

不定冠詞は、単数(つ まり1)を 表す数量詞

と言える。一方、定冠詞は種族全体を意味する

用法もあるので、一種の数量詞 と規定してもよ

いであろう注16。

ここで、1.2で 示 した数量詞上昇条件 と冠

詞を含む名詞句の関わ りを考察する。

個 で示 した条件A(数 量 詞数 条件)は 、

(26a,b)に おいて、冠詞が生 じていない空範疇

(φ)も 数量詞と考えると、必然的にクリアす

る。(26a)で はφと不定冠詞の2つ 、(26b)で

は定冠詞とφの2つ の数量詞が存在するからで

ある。

また、個で示 した条件B(数 量条件)に 関

わって くるのは、最初 に現れる数量詞なので、

(26a)で はφ、(26b)で は定冠詞の数量が2以

上であることが要求される。そもそも種族全体

を表す定冠詞は、複数のものを1つ にまとめる

機能を持ち、定冠詞は潜在的に複数の意味を内

在する可能性があると言ってよい注17。

しかも、定冠詞が現れないφの位置も、基本

的には定冠詞句(DP)の 主要部なので、定冠詞

と同じ素性 を内在化 していると考えられる。だ

か ら空範疇であっても複数 を暗示する。 した

がって条件Bも クリアする。

更に、働で示 した条件C(数 量詞問最大投射

範疇数条件)は 、完全に満たす。とい うのは、

(26a,b)の うちのどちらの構造であっても、数

量詞間に次の最大投射範疇が存在 し、その数は

4だ からである。

(27)DP2-NP2-NPI-DPl

3.ま とめ

2.2で 考 察 し た よ う に、 多 義 誘 発3条 件

(「数量 詞 数条 件 」、 「数量 条 件 」 お よび 「数量 詞

間最 大 投 射 範 疇 数 条 件 」)で 、 冠 詞 を含 む 名 詞

句 の多 義 性 を説 明 で きる こ とが分 か っ た 。

この3条 件 を満 たす の で 、LFに お い て 数 量

詞 上 昇 が起 こ り、多 義 とな る の で あ る 。

そ の意 味 とLF表 示 を ま とめ て お く。

圏 冠 詞 含 有 名詞 句 の意 味 とLF表 示

a.IwanttomarryanItalian.

[1][IP3φ1[IP2an〕[IPlIwant[cPto

marry[NP2tl[NPIt]Italian]]]]]]

(私 は あ る特 定 の イ タ リ ア 人 と結 婚

した い)[特 定 的 読 み]

[2][IP3an〕[IP2φ1[IPIIwant[cPto

marry[NP2ti[NPItjItalian]]]]]]

(私 は イ タ リ ア人 な ら誰 で もい い か

ら結 婚 した い)[総 称 的 読 み]

b.Thetigerisstrong.の 場 合

[1][IP3the、[IP2φ][IP1[NP2tl[NPIt」

tiger]]iS[APStrOng]]]]

(その 特 定 の 虎 は強 い)

[特定 的 読 み]

[2][IP3φ][IP2thel[IPI[NP2tl[NPIt]

tiger]]iS[APStrOng]]]]

(虎 とい う動 物 は強 い もの だ)

[総称 的 読 み]

不 定 冠 詞 と 定 冠 詞 の 根 本 的 な違 い は 、 不 定

冠 詞 は 「不 定 」(す な わ ち 特 定 で き な い こ と)

が 中核 的 意 味 で あ る の に対 し、 定 冠 詞 は 「定 」

(す な わ ち特 定 で き る こ と)を 中核 的 意 味 とす

る とい う こ と に あ る 。 そ して 、 「不 定 」 の 代 表

的 意 味 は 、 「総 称 」 で あ る 。 総 称 的 表 現 は、 個

別 の個 体 を特 定 化 しな い か らで あ る 。

不 定 冠 詞 を用 い た場 合 に特 定 的 な意 味 が 出 る

の は 、 名 詞 句 のDP2主 要 部 に あ る φ定 冠 詞 が 、

LFで 不 定 冠 詞 を支 配 す る[(28a[1])参 照]か

らで 、逆 に 、定 冠 詞 を用 い た場 合 に総 称 的意 味

が 出 る の は 、DPI主 要 部 に あ る φ不 定 冠 詞 が 、

LFで 定 冠 詞 を支 配 す る[(28b)[2]参 照]か ら

で あ る注18。

本 稿 で は 、 冠 詞 が 入 っ た構 造 を提 案 した が 、
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無冠詞の名詞句の構造(普 通名詞の複数形や物

質名詞、固有名詞など)は どのようになってお

り、多義性 との関連はどのように説明できるか

については、今後の検討課題 としたい。

注

1.構 造 に よ る多 義 性 とは 、1文 中 の 要 素 間 の

関係 が 異 な る(格 が異 な る とか 、修 飾 関係 が

異 な る な ど)こ とが 原 因 で 、構造 記 述 に差 が

で きる こ とで 、S構 造 上 で 可 視 的 な状 況 を呈

す る 多 義性 を言 う。

2.一 般 に 「文 」 は 本 源 的 に この 漠 然 性 を有 す

る と考 え て よい 。

(i)Hewentthere.

(i)は、 「男 性 が1人 、 話 者 の 近 くの 地 点 か

ら、 過去 に お い て 、 別 の 地 点へ 移 動 した 」 と

い う こ との み を表 す の で あ っ て 、具 体 的 に い

つ 、 ど こへ 、 どん な 手段 で 、誰 と一緒 に 、何

の 目的 で 行 っ た な ど は 分 か ら な い 。 す な わ

ち 、漠 然 と して い る の で あ る 。 この こ とを言

葉 に お け る漠 然 性 と言 う。

3.不 定 冠 詞 の持 つ 、 こ の 多 義 性 は 、 次 の 表 現

に ほ ぼ対 応 す る と考 え られ る 。

(i)特定 の 読 み:someItalian

(ii)不特 定 の 読 み:anyItalian

4。 段 階 性 の あ る 形 容 詞 は 、 比 較 対 象 を明 示 し

な くて も、基 本 的 に は 、 関係 す る事 物 で 「平

均 的 な もの 」 との比 較 を 暗示 す る 。

5.こ れ らの 英 文 の 多 義 性 は 次 の 通 りで あ る。

但 し、(9a)は 説 明 済 み な の で 省 く。(9b)か

ら(9i)は 、 そ れ ぞ れ(i)か ら(xiii)に 対 応

す る 。

(i)a.皆 が誰 か を愛 して い る 。

b.皆 が あ る特 定 の1人 を愛 して い る 。

(ii)a.3人 の 少年 が 一緒 に 、 あ る1人 の 少

女 を見 て 、 別 の と きに 、 同 じ3人 の少

年 が 別 の1人 の 少 女 を 見 た 。[3人 の

少 年 は 同 じで あ る]

b.あ る1人 の少 年 が 、2人 組 の少 女 を

見 て 、 また 別 の1人 の少 年 が 、2人 組

の 少 女 を 見 て 、 更 に 別 の1人 の 少 年

が 、2人 組 の 少 女 を見 た 。[2人 組 の

少 女 は違 っ て い て も よい]

(iii)a.ジ ャ ック は そ のパ ー テ ィで 、将 来妻

と な る 人 と 出 会 っ た(実 際 妻 に な っ

た)。[会 っ た 時 点 で は 、女 性 は まだ妻

で な い→ 馴 れ初 め を述 べ て い る]

b.ジ ャ ック は 、 そ のパ ー テ ィで妻 と落

ち合 っ た 。[女 性 は既 に妻 で あ る]

(iのa.ピ ー ター は危 う くべ テ ィ を殺 す と こ

ろ だ っ た 。[ベ テ ィ は無 傷]

b.ピ ー ター は べ テ ィ を死 に か け る状 態

に した 。[ベ テ ィ は重 傷]

(v)a.ビ ル は そ の車 に ぶ つ か っ た 。

[Billに 与 え られ る意 味役 割 はtheme]

b.ビ ル は そ の車 を殴 っ た 。

[Bil1に 与 え られ る意 味 役 割 はagent]

(vi)a.ボ ブ は そ の トラ ック を(何 か に)積

み込 ん だ 。

b.ボ ブ は そ の トラ ック に(何 か を)積

み込 ん だ 。

㈹a.リ ズ は タイ プ[=印 字]が 鮮 や か に

打 て る(普 通 の)人 だ 。

b.リ ズ は容 姿 の美 しい(プ ロ の)タ イ

ピス トだ 。

圃a,車 の後 ろ に猫 が い る 。

[視点 は車 にあ る]

b.車 の背 後 に猫 が 隠 れ て い る 。

[視点 は話 者 にあ る]

6.IP付 加 とは、 任 意 の要 素 α を移 動 させ 、(i)

か ら(ii)へ の 操 作 の よ う に、IPに 付 加 させ

る操 作 を言 う。

(i)IP-1'-XP

ll

NPI

(ii)IP-IP-1'-XP

lll

αNPI

7.n(Q)は 、1文 中 に生 じて い る 数 量 詞 の 数

を表 す 。nはnumber、Qはquantifierの 略 。

8.n(N/Ql)は 、1文 にお い て 最 初 に生 じて い

る 数量 詞 が表 す 数 を示 す 。

9,n(N/Q2)に つ い て は、 条 件 が 指 定 され て い

な い の で 、 これ が1で あ っ て も多 義 性 を排 除
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しな い 。 実 際 、 目的語 の 数量 詞 が1を 示 して

い て も、 次 の よ うに 多 義 とな る 。

(i)Twogirlsmetoneboy.

a.2人 の少 女 が ま と まっ て1人 の少 年

に 出会 っ た 。

b.あ る1人 の 少女 が 、 あ る 少年 に 出会

い 、 も う一 人 の 少 女 が 、 また 別 の 少年

に 出会 っ た 。

10(16a)は 、 次 の よ うに 多 義 で あ る 。

(i)ジ ョ ンは あ る特 定 の イ タ リア の都 市 で皆

に会 っ た 。

(ii)ジョ ンは そ れ ぞ れ の イ タ リア の都 市 で 人

に会 い 、 そ の結 果皆 に会 っ た 。

11.最 大 投 射 範 疇 とは 、句 の ま と ま り を記 号 化

した もの で 、生 成 文 法 で は 、語 彙 範 疇 と して

NP(名 詞 句)、VP(動 詞 句)、AP(形 容 詞

句)、PP(前 置 詞 句)、 機 能 範 疇 と してIP(屈

折 句)、CP(補 文 標 識 句)、DP(限 定 句)な

どが あ る 。一 般 にXPと い う形 で 代 表 す る。

12.Qを 途 中 に介 在 させ な い2つ のQの 問 の

最 大 投 射 範 疇 の 数 をn(XP[Qk-Qk+1])で

表 す 。K≧1で 、通 例2つ の 数量 詞 が 、一 番

先 に生 じて い る 場 合 は、k=1でQlとQ2

と表 示 す る 。 この条 件 は 、多 義 性 を示 す 文 の

構 造 に お け る 数 量 詞 問 の 最 大 投 射 範 疇 数 を

チ ェ ックす る こ とに よ り確 認 され た 。

　■1く a

tD

Everybodylovessomebody.[=(9b)]

匝 ヨー 國 一r一 圃 一v一 匝 ヨ

ム ム

everybody-slovesomebody

(ii)a.JohnmeteverybodyinsomeItaliancity.[一(16a)]

b・N'-Italiancity

l

國 一 ・・m・

囲 一P-in

NP-IP-r一 囲 一V一 団

△1△

John(past)meeteverybody

(9b)も(16a)も と もに 多 義 文 で 、 そ れ ぞ れ

数量 詞 問 に4つ のXPが 存 在 す る。

13WH句 がNP内 に生 じて い る の は 、 次 の よ

うな疑 問 文 も生 成 可 能 だ か らで あ る 。

(i)Whatbookdideverybodybuyfor

Max?

WH句 は 、(i)文 に お い て は 、whatbook

とい うNPご とbuyの 目的 語 位 置 か ら移 動

してきたと考 えられる。WH句 は明 らかに

NP内 の要素である。

14条 件Cは 日本語にも当てはまる。 日本語

は、次の3文 がそれぞれ多義ではないが、そ

の理由は2つ の数量詞間の最大投射範疇が、

どれも4を 超えるからである。

(i)a.み んなは何を買ったの。[そ れぞれ

の人に何 を買ったか聞いている]
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bみ んなが何 を買ったの。[そ れぞれ

が何を買ったか会話相手に聞いている]

c.み ん な で 何 を 買 っ た の 。[一 緒 に何

を買 っ た か 聞 い て い る]

横書 き樹形図で示す。

(ii)a.

b.

C.

の た 貝 っ を

llll

匝 ヨーC'一 國 一IL國 一V'一囲 一P'一 匝I

l△

匡≡]一一P'一 は イ可

1

△

み ん な

の た 買 っ を

llll

CP-C'一 國 一1'一 囲 一V'一 囲 一P'一 匝 ヨ

1△

匡垂ヨー-P'一 が で可

1

△

み ん な

の た 買 っ を

llll

CP-C'-IP-1'一 圃 一V'一 囲 一P'一 匝I

l△

囲 一P一 で 何

1

△

みんな
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「は 句 」 は話 題 化 句 でCP指 定 部 に入 る の で

7XP、 「が句 」 は 主格 でIP指 定 部 に入 る の で

6XP、 「で 句 」 は動 詞 を 修 飾 す る た めVP指

定 部 に入 り5XPと な り、 全 て4XPで は な い

の で 、 多 義性 は な い こ とが 原理 的 に証 明 され

る 。

15NPの 指 定 部 に 冠 詞 が 単 独 で 現 れ る、 つ ま

り、 冠 詞 がDPを 作 らず に生 じる とい う考 え

方 もで き るが 、 本 稿 で は、 冠 詞 句DPを 想 定

す る。 一 般 にNPの 上 位 にDPを 設 け るDP

分 析 が 存 在 す る が 、 本 稿 のDPは 通 常 のDP

分 析 とは 異 な る 。abookの 構造 記 述 で 、 そ

の差 を示 す 。

(i)abookの 構 造

a.通 常 のDP分 析

b.本 稿 のDP構 造

(ia)の 構 造

DP-D'-NP-N'-book

l

a

(ib)の 構造

NP-N'-book

l

DP-D'-a

本 稿 のDP構 造 の 根 拠 と して は 、 例 え ば、

suchabookやsointerestingabookの 構

造記 述 を容 易 に で きる 点 が挙 げ られ る 。

16不 定冠 詞 は 可算 名詞 に つ くの で 数 を 強調 し

た 数 量 詞 、 定 冠 詞 は不 可 算 名 詞 につ い た り、

種 族 を強調 す る用 法 もあ る の で 、量 に 関 わ る

数量 詞 とい え よ う。

17例 え ば、thedogと 言 え ば 世 の 中 に 存 在

す る複 数 の犬 を ま とめ た 表現 で 、theothers

とい う表 現 は、 他 の も の 全 て を ま と め た 表

現 で 、 複 数 の も の の 存 在 を 暗 示 す る。 更 に、

theotherと い う表 現 自体 は 単 数 で あ る が 、

これ は既 に2つ の存 在 を 暗示 す る 。複 数 の も

の が存 在 す る状 況 下 で な い とtheotherが 使

え な い こ と 自体 が 、theの 複 数 性 を支 持 す る。

18DPI主 要 部 に 生 じる 不 定 冠 詞 が 空(φ)、

す な わ ち、 名 詞 句 に 定 冠 詞 が 生 じて い る場

合 、 そ の φ を 「φ不 定 冠 詞 」 と呼 ぶ 。 一 方 、

DP2主 要部に生 じる定冠詞が空(φ)、 すな

わち、名詞句 に不定冠詞が生 じている場合、

そのφを 「φ定冠詞」 と呼ぶ。
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